
１．令和４年度平均保険料率に関する議論の経緯

令和４年度の保険料率については、協会の財政構造に大きな変化がなく、また、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り先行きが不透明である中で、今後の５年収支見通しのほか、人口構造の変化や医療費の動向、後期高齢者支援金の増加
などを考慮した中長期的な視点、平成29年12月19日の運営委員会にて理事長より示した、「今後の保険料率のあり方につ
いては、中長期で考えるという立ち位置を明確にしたい」旨の考えを踏まえ、運営委員会において議論が進められた。

【運営委員会】

運営委員会では「制度の安定的な運営のため、今は平均保険料率10％を維持することが重要」、「これまで中長期的な
視点で考えることを貫いてきており、平均保険料率は10％維持が妥当」など、10％維持に賛同する意見が大勢を占めてい
た。（運営委員会で出された主な意見は資料1-2の7～10頁参照）

【支部評議会】

支部評議会においては、意見の提出があった支部は45支部あり、そのうち、平均保険料率10％維持の意見が31支部、引
き下げるべきとの意見が４支部、平均保険料率10％維持の意見と引き下げるべきとの意見の両方の意見（両論併記）が10
支部となった。なお、両論併記の意見があった10支部のうち、７支部では平均保険料率10％維持の意見が多数を占めてい
た。(資料1-2の6頁参照)

２．今後について

（１）平均保険料率について
令和４年度の平均保険料率については、10％を維持する。

（２）保険料率の変更時期について
令和４年４月納付分からとする。
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